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7月24日1限 1年生 3年生 4年生
とても良かった 2名 1名 0名
良かった 5名 3名 1名
悪かった 0名 0名 0名







7月31日1限 1年生 2年生 3年生
とても良かった 1名② 1名① 1名②
良かった 1名② 0名 3名②
悪かった 0名 0名 0名
とても悪かった 0名 0名 0名
城西大学経営紀要 第17号140
7月31日2限 1年生 2年生 3年生
とても良かった 0名 3名① 0名
良かった 0名 1名① 2名①
悪かった 0名 0名 0名




































































































































































































































































座席数 2m間隔での着席可能数 1.8m間隔での着席可能数 備考
17103 90席 15席 窓無し
17201 252席 29席 39席 窓無し
17202 367席 50席 54席 窓無し
17308 105席 13席 18席
17405 96席 12席 16席
17306,404 180席 23席 30席
17402,502 168席 22席 28席
17509 105席 15席
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対面授業の参加予約システムを急ぎ構築すべきである
安全に対面授業ができるかどうかは，履修登録者数の多少ではなく，使用する教室の環境と参
加人数によって決定されると考えるべきである。上記の様に，各教室の安全な受講者数は厳密に
算定できる以上，履修登録者のうち何人が対面授業に出席するかが問題となる。この課題を解決
するための最も現実的な方法は，対面授業の予約制ではないだろうか。
今回のトライアル対面講義ではWebClassのメッセージによって予約を取り付けたが，教員
の負担が増加する。一案として，Googleフォームを活用し自動集計する方法が有効と考えられ
る。学生は希望日時を選択して規定日時までにフォームから申し込み，割り当て教室の規定数を
上回った場合は予約できない様にする，といった工夫が必要である。
フォームの構築が困難であれば，WebClassの出席登録システムを応用し，出席を取る要領で
予約をしてもらい，人数オーバーするようなことがあれば担当教員が開講前日までに連絡する，
といった方法も採れるであろう。学生の安全，学内ネットワークの負荷の回避，教室リソースの
有効活用のため，参加予約システムの研究とマニュアル化も急務である。
行き過ぎた防疫措置は慎み，焦点化省力化すべきである
大学構内を無菌状態にするのは不可能であり，その必要もない。一般家庭で可能な範囲の衛生
措置を基本に，焦点化しなければ過大な負担となるであろう。
例えば今回のトライアル対面講義の実施にあたり教室の消毒を行ったが，ひと教室当たり30
分以上を要する大きな作業となり，休み時間に実施できる作業ではない。その席を使った学生た
ちに除菌シート等を配布し消毒させる方法もあるかもしれないが，充分に実施されるとは思えず，
また消毒に使用したシートの廃棄処置が適切になされるのか等，課題が多いと言わざるを得ない
だろう。
文部科学省の見解では，学校において症状のない濃厚接触者が触った物品に対する消毒は不要
とされている（文部科学省2020）。ドアノブなど手の接触機会が多い箇所を定期的に清掃する程
度で，十分に清潔と見なすべきであろう。
マスクやフェイスシールドは励行に留めるべきである
マスクやフェイスシールドは感染防止に一定の効果があるとされていることから，登下校時や
教室での着用義務化や大学からの配布も防疫措置のひとつになり得る。しかし適切な管理運用が
なされるかという問題がつきまとう。マスクの中央を触る，使い回す，フェイスシールドの消毒
を怠る等，使用を誤るとかえって危険である。
そして感染症対策が取れていれば健康という訳ではない。暑い，息苦しいといった弊害もある
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上，中には感覚過敏，皮膚炎，呼吸器の病気などでマスク着用が困難な方々もおられるとされる
（株式会社しまうま他）。マスク着用は励行すべきだが，義務化は社会的差別と考えるべきである。
教室内で授業に集中してもらうため，また他の理由から着用困難な方のため，必要を感じまた可
能ならば身に着けるよう奨励する程度にとどめ，間隔，換気，手指消毒によって衛生環境を維持
するべきであると考える。授業参加者には努力と協力を促しつつ，それが履行されなくとも客観
的に安全が保たれるよう，大学が努力する必要がある。
5．その後の経緯（2020年末まで）
城西大学は，9月21日（月）より後期授業を開始した。オンライン授業はこれまで通り継続
するが一部の科目について対面授業も実施することとなった。学生への周知は9月初頭になされ，
実施方法は対面授業，オンライン授業，ハイブリッド授業，その他に分類されて学生に周知され，
実際の授業運営は教員に任されることとなった。正門にて検温する，一コマ80分授業として10
時開始とする時間割の変更を実施する，教室における座席指定を行うといった対策を講じた他，
対面授業で使用していない教室をオンライン授業受講用の開放教室に指定するといった，オンラ
イン授業を大学構内で受講できる仕組みも進められた。
経営学部は，スポーツをはじめとする実習系科目とゼミを原則対面とするものの，オンライン
受講生にも十分に配慮するという方針で授業運営することとなった。但し初回授業は全てオンラ
インとなり，その際に，次回以降の授業の進め方や，学生の対面授業への参加意思等について確
認することとなった。この初回オンラインという方式は，混乱を避けつつ新しい授業形態へ移行
する上で効果的な仕組みであったと言えよう。経営学部棟（17号館）1階大教室は自習室として
開放され，家庭にオンライン授業を受ける環境が未整備の学生や，対面とオンラインが一日の中
で混在する学生，朝や夕方に部活を控えた学生が使用している。本稿執筆中の12月末時点でク
ラスター感染の報告はなされていない。
本稿で紹介したトライアル対面講義のデータは，9月25日の教職員向けのFD研修会にて筆
者が要約して紹介する機会を得，また報告書のPDFを学内で自由に視聴できるよう取り計らっ
た。聴講された教職員から好意的なコメントを寄せていただいたものの，授業の実態にどれだけ
反映されたかは測定の方法がなく不明である。
筆者は現在，報告書にて試行した，対面，オンライン・リアルタイム，オンライン・オンデマ
ンドのハイブリッド型式で講義を行っている。本稿で紹介した手法との差異は，
① 使いやすい私物のPCを用いている点
② パワーポイントを「スライドショーの記録」をONにした状態で講義を行っている点
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③ 録画した授業動画の事後の加工を省略し，講義後速やかに公開する点
④ Googleフォームを用いた事前予約制を導入した点
である。
①によって，スマートフォンを収音に用いる作業を省略し，マイク機能が備わったノートパソ
コンにヘッドセットを接続して講義することが可能になった。但しオンライン受講生にきちんと
映像が届いているかどうかを確認するための補助モニターとして，引き続きスマートフォンで
Teamsを起動し，手元に置いて講義している。
②は後期にしばしば発生したTeamsの不調（レコーディング機能の不具合）に対処するため
である。なおエラー無くレコーディングができた場合は，Teams収録の動画をオンデマンド教
材に使用している。
③は，加工の手間を省略できる教員側のメリットが大きく，また授業後に速やかに動画を視聴
したいという学生からの要望が出たことも理由である。加えて一斉型授業であり，ネットワーク
への負荷を軽減する目的でカメラをオフにして受講することを求めたため，受講生の顔は動画に
映らない。学籍番号や氏名が表示されることはあるものの，オンライン・オンタイム型式で受講
している学生には画面下の表示は見えていることを踏まえ，トリミング作業を省略して公開する
こととした。これに対する学生からの苦情は寄せられていない。
④は講義日1週間前に学生にURLを告知し，前日までに申し込みがあった学生をリスト化し
て，当日講義冒頭に出席を取る（ただし飛沫拡散を防ぐために発声での返事はさせず手を挙げる
のみ）方法を採用した。トライアル対面講義で使用した17404教室と502教室を用い，定員は
定めた人数のみとなるため受講生のおおむね2割弱程度であるが，毎回満席の状態が続いている。
一方的に話を聞く場面が多い一斉型の教場講義であっても，登校して教室で受けたいという学生
が常に一定数いることは間違いなく，今後も可能であれば対面講義は続けるべきといえるだろう。
手間をかけて登校し聴講する学生たちのモチベーションは高く，教室の雰囲気は大変良好である。
なおオンライン・リアルタイム講義型式で受講している学生は，数に振れがあるものの，対面
で受講している学生と同じく2割弱程度であり，講義中にコメントを求めても反応が鈍いことが
多い。そして半数以上はオンデマンド型式で受講しているが，こうした学習形態の差が講義内容
の定着度合いとどれほどリンクしているかは，期末試験の結果を見て判断したい。
（1） JUnaviは，城西大学が導入しているポータルシステムである（城西大学情報科学研究センター）。
今回の試みでは，受講生に対する一斉連絡の手段として使用した。
（2） 2020年前期の間，筆者はゼミ以外の担当授業を，PDF資料とあらかじめ収録した動画を視聴させ
城西大学経営紀要 第17号152

るオンデマンド型式で遂行した。そしてオンライン受講者がきちんと講義動画を視聴したか，理解度
を図る目的から毎回400字以上のミニレポートを課し，これを集計して出席と受講態度を確認した。
しかし対面講義に出席する学生にはこのミニレポートを課さず，出席を取った上で講義をきちんと聞
いているかどうかを目視で確認する方法を採った。このアンケート回答は，オンライン化によってレ
ポート課題が累積し気が滅入った学生の心境が吐露されたものと考えられる。
（3） 昨年度までの筆者の講義は対面型式であり，毎回受講生分の資料を印刷して用意し，講義開始時に
配布していた。しかし今年度前期は，在宅でオンデマンド型式の授業を受講する学生にはWebClass
にアップロードしたPDFファイルを参照することを求めた。ノートとペンに慣れた学生には，PDF
ファイルを印刷し，書き込みながら授業動画を視聴していた者もいた様だ。今回のトライアル対面講
義では，対面での授業に参加した学生には昨年までと同様に資料を印刷して配布した。このアンケー
ト回答は，印刷せずとも資料を入手できることが利点と理解されたものと考えられる。
（4） ここでいう「今後」とは，本報告書が直接の目的とした2020年後期とそれ以降を指す。
オンライン講義特別プロジェクト2020「オンライン講義に関する学生アンケート結果概要報告2020.6.23」
https://www.josai.ac.jp/albums/abm.php?f=abm00046932.pdf&n=%E3%82%AA%E3%83%B3%E3%
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idsc/9582-2019-ncov-02-qa.html（最終閲覧日2020年8月5日）
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ac.jp/support/inforesearch/service/JUnavi.html（最終閲覧日2021年2月5日）
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nikkei.com/article/DGXMZO61950690X20C20A7X30000/（最終閲覧日2020年8月5日）
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TheTrialofFace-to-FaceandOnlineHybridLecture
onLarge-groupClass
RyotaIshi
Abstract
Thispaperreportsonthetrialofthehybrid-stylelecturethattheauthorgaveinJuly
2020.AsthespreadofCOVID19,theface-to-faceclassatJosaiUniversitywascanceledin
thefirsttermof2020,butItriedthistriallecturewiththeintentionofpreparingforthe
secondterm.
Throughthistrial,wewereabletoobtainalotofimportantknowledgeforsafelecture
management,suchasimprovingtheclassroomenvironmentandpreparingthetoolstobe
used.AndIthinkitisespecialyimportantthattherearestudentswhoneedface-to-face
styleevenintheclassroomlectures.
Keywords:COVID19,face-to-facelessons,onlinelessons,hybridlessons
